
―

創
刊

の
辞

―

Ｏ
Ｂ
会
長
　
鈴
木
　
清
介

昭
和

二
十

一
年
、

日
立

一
高

（
日
立
中
学
）

ラ
グ
ビ

ー
部
が

産
声
を
あ
げ

て
以
来
、

早
く
も

半
世
紀

の
歳
月
を
数
え
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
五
百
余
名

に
及
ぶ

ラ
ガ

ー

マ
ン
が
青
春

の
情
熱
を

ラ
グ
ビ

ー
に
傾

け
、

ひ
た
む
き

に
楕
円
球
を
追

い
続
け

て
ま

い

り
ま
し
た
。

ユ
ニ
ホ

ー
ム
も
、

ス
パ
イ
ク

も
、
応
援
も
な

い
石

こ
ろ
だ
ら

け
の
グ

ラ
ン
ド

で
、
裸
で
、
は

だ
し
で
、

ア
メ
ラ
グ

の
ボ
ー

ル

を
蹴
り
始
め
た
創
設
期
。

部
員
不
足

で
試
合

の
都
度
、

他

の
運
動
部

の
援
護
を
受

け
た

と
き
、

日

々
の
練
習

の
厳

し
さ

や
試
合

に
負
け
た
悔
し
さ
に
男

泣
き
に
泣

い
た
と
き

・、

三
年
間

の
努
力
が
実
り
、
見
事
勝
利

の

日茎
高
一夢
ビ
‐部
０
二
覇

一
九

九

四

年

十

月

一
日

発

行

　

　

第

一
号

編
集

。
発
行
　
日
立

一
高

ラ
グ
ビ

ー
部

Ｏ
Ｂ
会

栄

冠

を

つ
か

ん

だ

と

き
、

折

々

の
喜
怒

哀

楽

が

部

員
達

の
胸

に

深

く
刻

み
込

ま

れ

て
ま

い
り
ま

し
た
。

時
は
流
れ
、
世
代
は
変
わ

っ

て
も
、

ラ
グ
ビ

ー
に
賭
け
た
熱

い
思

い
は
、
脈

々
と
私
達

の
胸

に
息
づ

い
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、

こ
う
し
た

ラ
グ
ビ

ー
と
の
関
わ
り

の
中

で
、
特
有

の
連
帯
性
、
強
調
性
、
犠
牲
的

精
神
が
育
ま
れ
、
幾
多

の
後
輩

達
が
運
し
く
社
会

へ
と
巣
立

っ

て
行

っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、

こ
の
度
、

Ｏ
Ｂ
会
報

の
第

１
号
が
発
行
さ
れ
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
会
報
は
、

Ｏ
Ｂ
諸
氏

ヘ

の
情
報
提
供

（
現
役

の
試
合
日

程
や
活
動
状
況
等
）
及
び
投
稿

の
掲
載
等

に
よ
る
Ｏ
Ｂ
相
互
間

の
交
流

の
場
を
設
け
る

こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
会

に
、
Ｏ
Ｂ
相
互

の
交
流
と
、
現
役
部
員

の
活
動

へ
の
関
心
が
更

に
深
ま
り
、
延

い
て
は
Ｏ
Ｂ
会
活
動

の
活
性
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
止

み
ま
せ
ん
。

ま
た
、
当
校

ラ
グ
ビ

ー
部
が

今
日
ま
で
培
わ
れ
た
伝
統
を
守

り
、

ラ
グ
ビ

ー
精
神
を
貫

き
、

更
な

る
飛
躍
を
遂
げ
ん

こ
と
を

祈
念
す

る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

終
り
に
、

Ｏ
Ｂ
各
位

の
今
後

ま
す
ま
す

の
御
活
躍
と
御
多
幸

を
お
祈
り
し
、
創
刊
の
御
挨
拶

と

い
た
し
ま
す
。

（
部
第

一
回
卒
）

］×
８̈
０
ЖＯ
Λ
×̈
）̈
《ｕ
ＹＯ
●
×
リ
スｏ
》（
×̈
¨

―

花
園

め
ざ
し

て

―

平
成
六
年
度
主
将

栗
原
　
信
也

十
月
末
か
ら
始
ま
る
全
国
大

会
予
選

に
向
け
、
僕
達

は
吉
沢

先
生

の
下
、
毎

日
猛
練
習
を
重

ね

て
い
ま
す
。

そ
の
中

で
、

Ｏ
Ｂ
の
方

々
が

忙
し

い
中
、
熱
心
に
足
を
運
ん

で
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、

チ
ー

ム
全
体
が
ど
ん
ど

ん
上
達

し
て

い
ま

す

。

こ
の
大

会

で
、

順
当

に
勝

ち

進

ん

で

い
く

と
、

大

き
な

山

と

な

る

の
が
第

一
シ

ー
ド

の
常

総

学

院
戦

で
す
。

「
打
倒

常

総

！
」

を

目
標

に
、

走

り
込

み
や

ス
ピ

ー
ド

を

つ
け
た

プ

レ

ー
、　
コ
ン

タ
ク
ト
プ

レ

ー
中

心

の
練

習
を

行

っ
て

い
ま

す

。

ラ
グ

ビ

ー

の
要
素

で
あ

る

ス

リ

Ｉ
Ｓ
、

ス
ピ

ー
ド
、　
ス
タ

ミ

ナ
、　
ス
ト

レ

ン
グ

ス
。　
こ
の
点

を
常

総

と
比

較

す

る
と
、　
ス
ト

レ

ン
グ

ス

（
力

）

の
面

に
お

い

て
は
、

正

直

の

と

こ
ろ
劣
ち

て

い
る
と
言

わ

ざ

る
を
得

ま

せ
ん
。

で
す

か
ら
、

少

し

で
も

こ
の
差

を
縮

め

る
よ
う

筋

カ

ト

レ

ー

ニ

ン
グ

を

欠

か

さ
ず

行

っ
て

い
ま

す
。

ス
タ

ミ
ナ

の
方

は
、

僕
達

に
分

が

あ

る
と

思

い
ま

す

が
、

逆

に

ス
タ

ミ
ナ

を

更

に

つ
け

て
、

走

り
勝

つ
た

め

の
練

習

を

一
番

や

っ
て

い
ま

す

。

三

つ
目

の

ス

ピ

ー
ド

は
、

ず

っ
と
前

か
ら

の

課

題

と

な

っ
て

い
ま

し
た
。

こ

の

ス
ピ

ー
ド

で
相

手
を

上

回

る

こ
と
が

常

総

に
勝

つ
た

め

の
必

要
条
件

で
あ
り
、　
こ
れ
が
試
合

で
成

し
遂
げ
ら

れ
れ
ば
、
勝
利

は
ず

っ
と
近
づ

く
で
し
ょ
う
。

昨
年

も
、　
こ
の
大
会

で
常
総

と
対
戦

し
、
惜

し
く
も
敗
れ
涙

を
飲

み
ま
し
た
。

そ
の
雪
辱
戦

で
も
あ

る
今
度

の
試
合
、
ぜ

ひ

と
も
勝

っ
て
、

そ
の
後

に
控
え

る
清
真
、
著
渓

と

い
っ
た
強
豪

を
倒

し

て
花
園

に
行
け

る
よ
う

頑
張
り
た

い
と
思

い
ま
す
。

大
会
が
近

い
今
、　
一
人

一
人

に
自
覚
が
出
て
来

て
、
個
人
練

習

・を
遅

く
ま

で
や

っ
て

い
ま
す
。

そ
う

い
っ
た

こ
と
も
あ
り
、

さ
す
が

に
全
員
疲
れ
の
色

は
隠

せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

三
年
生

は
最
後

の
大
会
な

の
で
死
に
も

の
狂

い
で
や

っ
て
お
り
、

二
年

生
も
必

死
に
付

い
て
き

て
い
ま

す
。
ま

た
、　
一
年
生
も
ど
ん
ど

ん
上
達

し
て
い
ま
す
。

今
度

の
全
国
大
会
予
選
、

Ｏ

Ｂ
の
皆
様

の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、　
ラ
グ
ビ

ー
部

一
丸
と

な

っ
て
努
力
し

て
行
き
ま
す

の

で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
い

た
し
ま
す
。
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那
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崎
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田
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サ||

工
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10// A C
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lB(う
11/7

11/

11/

11/1l A 12

IE(
11/7

|ン/:

11/′

土

浦

一
高

清
真
学
園

土
浦

日
大

［
第

四
二
回
　
関
東
大
会
］

・
第

一
回
戦

（
Ｇ
プ

ロ
ッ
ク
）

三
二

―

ユハ
　
湘
南

工
大

・
決
　
勝
一
〇
―

一
七
　
成
城
学
園

［
平
成
六
年
度
　
県
民
総
体
］

・
第

二
回
戦

一
〇
―

ニ

ハ
　
太

田

一
高

［
平

成

五
年
度

新

人
大

会

］

・
第

一
回
戦

一　
一
〇
　
―
　
五

。
第

二
回
戦

九
八

―

○

・
第

二
回
戦

八
五

―

○

。
第

四
回
戦

四
八

―

五

・
準
決
勝
三
　
―
　
五

四

。
三
位
決
定
戦

二
〓
一　
―
　
ユハ

・
第

二
回
戦

一
七

―

一
五

。
第

四
回
戦

三
四
　
―
　
○

。
準
決
勝
五

―
　
二
九

・
三
位
決
定
戦

二
〇
―

一
九

磯

　

　

原

著

　

　

渓

土
浦

日
大

太

田

一
高

茨

城

東

鹿

島

学
園

高
萩

工
業

［
平

成

６
年

度

関
東
大

会

予
選

］

一 一 二 五 〇

○ ○ 九 一

| | | |

七 五 五 〇

印  膳 若 修
柏

藩  所 松 徳

神 生 膳 若 修 明

奈      大
り|1      中
工 田 所 松 徳 野

（
Ｂ
チ

ー
ム
）

―
　
五

五

（
Ａ
チ

ー
ム
）

二

一
　
―
　
一
一
六

三
四
　
―
　
一
一
六

三

八
　
―
　
○

二

四
　
―
　
五

三

〓
一　
―
　
五

二

エハ
　
ー
　
○

一
四
　
―
　
一
二

五
　
―
　
四

三

〇
　
―
　
五

九

二
八

―
　
一
七

［
夏

の
菅
平
遠
征
　
全
戦
跡
］

柏

印
　
　
藩

津
山

工
業

田
　
　
辺

日
立

一
高

ラ
グ
ビ

ー
部

の

創
部

五
十
周
年
記
念
事
業
を

次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

［
記
念

式
典

・
記
念
試
合
］

平
成
七
年

二
月

二
十
五
日
（
土
）

。
式
血
（　
ホ

テ
ル
天
地
閣

午
後
五
時
を
予
定

。
試

合

　

（
詳
細
未
定
）

［
記
念

誌
発
行
］

・
Ｂ
５
版

　
二
五
〇
頁

・
五
十
年
史

の
集
大
成

。
全

Ｏ
Ｂ
名
簿
掲
載

※
　
現
在
、
記
念
事
業
実
行
委

員
会

（
委
員
長

内
山
光
志
）

を
中

心
に
準
備
作
業
を
進
め

て
お

り
ま
す
。

詳

細

に

つ
き
ま
し
て
は
、

年
が

明
け
ま
し
た
ら
改
め
て

御
通
知

い
た
し
ま
す
。

記
念
事
業

に

つ
い
て
御
意

見

・
御
要
望
等

の
あ

る
方
は

Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
ま
で
御
連
絡

く
だ

さ

い
。

［
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
連
絡
先
］

〒
三

一
七

日
立
市
助
川
町

ニ
ー
九
―
七
―

一
〇
〇
四

木
下
　
俊
雄
　
気
付

電
〇
二
九
四

（二
一
）
四
八
九
〇

職
場

　

（三
二
）
三
一
一
一

内
線
　
二
九
二

＊

お

知

ら

せ

＊

ヽ
　
．
´


